
国語科学習指導案 
日時：平成３０年９月２９日（土）１時間目 

児童：礼文町立香深井小学校   

第３学年 ２名 

第４学年 ４名 

指導者：○○ ○○ 

 

１ 単元・教材名 

３年生  「詩を楽しもう」 

夕日がせなかをおしてくる/ゆうひのてがみ/ 

いちばんぼし 

４年生  「詩を楽しもう」 

いろいろな詩/おおきな木/とびばこ だんだん

 

２ 単元・教材について 

3 年生「詩を楽しもう」 

 3 年生のこの時期の児童は、元気いっぱいである。元気の良さとともに特徴的なのは、自我の芽生えである。これま

で、自分中心であったのに対し、相手の視点で自分を見つめたり、客観的に自分を見つめ直したりするようになって

くる。 

『夕日がせなかをおしてくる』は、大きな自然の象徴である太陽と、ぼくらが話しかける様子を、おおらかに描いて

いる。夕日（太陽）に対等にどなり返す子どもの無邪気さ、おおらかさが楽しい。 

『ゆうひのてがみ』は、坂道を上ってくる郵便屋さん、その背には真っ赤な夕日、坂道の両側に連なる家々、そんな

静かな情景が想像できる。夕日の温かさの中、郵便屋さんや家々にともる「ひ」の温かさを見つめている自分の存在が

重要である。「ゆうひを すこしずつ ちぎって」「ぽっと ひがともる」などの表現から、沈みつつある夕日の中、

家々の窓の灯がともる美しさがはっきりと浮かんでくる。絵画的なイメージを呼び起こすのが、この詩の魅力である。

情景のすばらしさを見事に表現している。 

『いちばんぼし』は、いわゆる「宵の明星」といわれる金星であろう。もちろん他の星でもかまわないが、日の暮れ

るころ、最初に輝いている星である。先の二編と同じ、夕方の情景である。ただ、単なる情景でないのは、二つの視点

の転換があるからである。まず、一連で「うちゅうの/目のようだ」と、とらえる点である。この比喩表現が情景描写

を飛び越えて、一種形而上学的な響きを奏で始める。それを受けて、二連では「ぼくをみている」と、断定する。もは

やここでは「ようだ」ではない。ぼくが「いちばんぼし」を見ているにもかかわらず、ぼくは「見られている」対象と

なる。自分の存在を問われているとでも言えようか。その点では、先の二編とは異なって哲学的な作品とも考えられ

る。しかし、そこまで深読みせず、見ている「ぼく」が見られている「ぼく」になる。その視点の逆転を楽しむだけで

おもしろい。 

 いずれにしても、それぞれに夕方の時間を象徴的に表した作品である。「一日の終わりである夕方、子ども達はどん

なことを感じ、そんなことを思い出すだろう。これらの作品をとおして自分に向き合うことができるだろう。言葉か

ら想像される情景を想像しながら声に出して読み合うことで、自分と相手、また、今まで以上に広がる世界を感じ合

うことができる。 

 今回の授業では、言葉に沿って読み深めることで、短いけれど厳選された言葉を使って美しい情景を想像させる『詩』

の世界を、楽しませたい。 

 

４年生「詩を楽しもう」 

一行を中心とした短い詩と、変わった形の詩に、「えっ、これでも詩なの？」と、児童はまず驚くだろう。短いけれ

ども数行で構成されているものが詩であるという、詩に対する既成概念を打ち砕き、「詩」というものに対する概念の

枠を広げていくことが、この単元のねらいの一つでもある。 

したがって、『おおきな木』や『とびばこ だんだん』のような視覚的な効果をねらった作品や、方言(大阪弁)を用い

た詩を取り上げることで、さらに自由な詩の世界を味わわせることができる。児童は、新鮮な気持ちで本単元の作品

たちに出会うことだろう。 



 一行詩のような短い詩の場合、その生命は、見立てやウィット、言葉の飛躍と新鮮さである。一読して「なるほど」

「おもしろい」と反応できる作品がある一方で、一度読んだだけではわからないが、繰り返し読むことによって、その

世界がはっきりしてくる作品もある。ふだん、なにげなく目にしているものが、詩人の目をとおすことによって違っ

た姿を現してくる。日常の中では見過ごし、忘れられているものに新たな光を当て、命を吹き込んでいくのである。そ

のような活動をとおして、驚きや発見、ものをみつめる目の豊かさと広がりが生まれてくるのである。 

 ４年生のこの時期、このようなさまざまな詩にふれることは、詩に親しみ、詩の世界を広げていくうえで、大変意味

のあることだと思われる。詩のおもしろさ、詩を読む楽しさを味わわせたい。 

 

３ 児童の実態・・・省略

４ 校内研究との関わり 

 本校の研究テーマ   「主体的に学びを深めていくことのできる子どもの育成」 

                ～楽しくわかる授業づくりを通して～ 

仮説１ 個に応じた指導・支援を充実させることで、学習内容を正確に理解させることができるだろう。 

仮説２ 課題解決に向けて主体的な活動を行うことにより、学びを深めることができるだろう。 

＜手立て＞ 

＜３年生＞ 

仮説１に関わる手立て 

・ポイントとなる言葉に着目させることで、詩の情景や

様子を想像することができるだろう。 

 

仮説２に関わる手立て 

・読み取った情景や様子をペープサートを使って確かめ

ることで、より詩の世界を深く楽しむことができるだ

ろう。 

 

 

＜４年生＞ 

仮説１に関わる手立て 

・読み取りの時間をていねいに扱うことで、詩の特徴で

ある詩の題名とイメージからくる言葉を関連づけてと

らえることができるだろう。 

 

仮説２にかかわる手立て 

・読み取った詩の特徴や工夫を使って、自分で詩を作る

活動を取り入れることで、より詩のおもしろさや魅力

を感じることができるだろう。

５ 単元の目標 

３年生 

○音読したり、イメージを広げたりして、詩の世界を楽

しむ。（読む） 

４年生 

○さまざまな形の作品を読みながら、詩の世界を楽しむ。

（読む）

 

６ 単元の評価規準 

３年生 

○作品の情景を思いうかべて、イメージを広げることが

できる。 

 

４年生 

○それぞれの作品の特徴や良さをとらえながら、詩の世

界を楽しむことができる。 

 

  



７ 指導計画 

＜３年生＞ 

時 ○ねらい ◇主な学習活動 ■評価規準□評価方法 備考 

１ 

・『夕日がせなかをおして

くる』の様子がよく伝わ

るように音読する。 

・『夕日がせなかをおしてくる』を

読み感じたことを発表する。 

・夕日とぼくらにわかれて、音読し

合う。 

■様子を想像し、工夫して

音読している。 

□発表・音読・ノート 

・夕日の映像ま

たは写真 

２
（
本
時
） 

・『ゆうひのてがみ』の情景

を想像し、詩の世界を楽

しみながら、音読する。 

・『ゆうひのてがみ』を読み、情景を

想像する。 

・想像した情景を、ペープサートを

使って確かめる。 

・『ゆうひのてがみ』を読み深めた

感想を交流する。 

■様子や情景を想像する

ことができる。 

■ペープサートを使って、

読み取った情景を確か

めることができる。 

□発表・ワークシート 

・ワークシート 

・情景小道具 

３ 

・『いちばんぼし』を読み、

作品のおもしろさについ

て交流する。 

・自分の気に入った作品を

選び、音読する。 

・『いちばんぼし』を読み、感想を交

流する。 

・三つの詩を読んで、一番気に入っ

た詩を音読し、気に入った理由に

ついて発表する。 

■様子を想像し、工夫して

音読している。 

□発表・音読・ノート 

・一番星の映像

または写真 

 

＜４年生＞ 

 

 

８ 本単元に関わる児童の実態と支援計画・・・省略 

 

  

時 ○ねらい ◇主な学習活動 ■評価規準□評価方法 備考 

１ 
(

本
時) 

・「いろいろな詩」の作品

の特徴をおさえて、それ

ぞれの作品の読みを楽

しむ。 

・作品の工夫やおもしろさを読む。 

・題名(物)から浮かんでくるイメー

ジを発表する。 

・いろいろな詩をまねて、詩を作っ

てみる。 

■作品の特徴をおさえて、作

品のイメージを広げるこ

とができる。 

■一行詩を考えることで、詩

の世界を楽しんでいる。 

□発言・ワークシート 

・イメージ

写真 

・ワークシ

ート 

・イメージ

カード 

２ 

・「大きな木」「とびばこ」

の２つの詩の特徴や工

夫をおさえて、それぞれ

の作品の読みを楽しむ。 

・それぞれの作品の特徴や工夫の

おもしろさを読む。 

・２つの詩の工夫をまねて詩を作

ってみる。 

■作品の特徴に気付き、それ

ぞれの作品を楽しんでい

る。 

□発言・発表・ノート 

・詩の原稿

用紙 

・ひらめき

カード 



９ 本時の指導計画 

◎本時の目標 

 ＜３年生＞ 

 ・詩の世界を楽しみながら、『ゆうひのてがみ』の情景

を想像する。 

 ＜４年生＞ 

・「いろいろな詩」の作品の特徴をとらえて、詩の世界

を楽しむ。 

 

◎本時の展開 

時 

教師の働きかけ 第３学年学習活動 わたり 教師の働きかけ 第４学年学習活動 時 

課
題
把
握
（
８
分
） 

○今日の課題を知ら

せ、『ゆうひのてが

み』を読んで、登場す

る人や物、場所、イメ

ージされる色などに

ついて考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

１課題を把握する。 

○『ゆうひのてがみ』を

読み、出てくる人や

物、場所、イメージさ

れる色などを考える。 

２場面を把握する。 

 

 

（出てくる人や物） 

・ゆうびんやさん、夕日、

家 

（場所） 

・坂道 

（イメージする色） 

・オレンジ色 ・赤 

（詩のイメージ） 

・やさしい～お手がみを

配るから 

・あたたかい～夕日が当

たっているから 

・きれい～夕日がきれい

だから 

  ○本時の課題を提示す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○詩を提示する。 

 

 

・この中には、いくつの

詩があるかな？ 

 

・この詩の特ちょうは？ 

 

 

１課題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

２詩の特徴を考える。 

○詩を読んで気付いた

ことを発表する。 

 

・５つ 

 

 

・短い。 

・題名の他に 1 行しか

ない。 

・表現がおもしろい。 

 

課
題
把
握
（
８
分
） 

解
決
・
努
力
（
８
分
） 

○わかったことを発表
させながら、詩の背
景を確かめる。 

（仮説２に関わって） 
 
 

○わかったことや想像
したことを発表する。 

 

  ○題名から、なぜこの内
容になったのか考え
させる。 

３詩の内容を考える。 
○ワークシートに読み

取ったことを書く。 
・ニンジン～お風呂に

入って、赤くなった。 
・ケムシ～毛がぼうぼ

うで伸びっぱなしだ
から。 

・ミミズ～みみずは、土
の中にいつも裸で住
んでいるから、土が
シャツの役割なのか
な？ 

・へび～すごく長くて、
ビックリしたから。 

・ミドリカナヘビ～色
がペンキを塗り立て
みたいに鮮やかでき
れいだから。 

解
決
・
努
力
（
８
分
） 

○めいろいろな詩の特ちょうや工夫を考えよう。 

 
○め『ゆうひのてがみ』の様子を考えよう。 

 



解
決
・
努
力
（
１
０
分
） 

 
 
○比喩表現が使われて

いる部分に着目さ
せ、その意味を考え
させる。 

 
・ヒントカードを提示

する。 
☆夕日と坂道と郵便屋

さんの位置関係を表
したカード 

 
☆「きりがみ」「ちぎる」

の意味 
 
☆夕日が沈む映像（タ

ブレット） 
 
☆「ひがともる」の意味 

３言葉から様子を考え 
る。 

○「ゆうひをせおって」
とは、どんな様子な
のか考える。 

・夕日が坂道を上ってい
る郵便屋さんの後ろ
から当たっている様
子。 

○「まるできりがみのよ
うに～」とは、どんな
様子を表しているの
か考える。 

・郵便屋さんがお手紙を
配っている間に、どん
どん夕日が沈んでい
く様子。 

 
○「ぽっとひがともる」

とは、どんな意味なの
か考える。 

・夕日が沈んで暗くなっ
たので、家の電気が付
く様子。 

  ○発表させる。 

 

 

 

 

 

 

○いろいろな詩の特徴

をまとめる。 

○発表する。 

 

 

 

 

 

 

４詩の特徴や工夫をま

とめる。 

・一行詩である。 

・色や見た様子から思

い浮かぶイメージを

短い言葉で表現して

いる 

解
決
・
努
力
（
１
０
分
） 

定
着
（
１
０
分) 

○発表させる。 

 

 

 

 

 

 

○場面の設定をし、読

み取った詩の様子を

ペープサートで確か

める。 

（仮説１・仮説２に関

わって） 

 

・夕日（ライト） 

・郵便屋さん 

・家々の模型（電気が付

くしかけ） 

○考えたことを発表す

る。 

 

 

 

４読み取った様子を確 

かめる。 

○読み取った詩の様子

をペープサートで再

現する。 

  ○「うに」と「ばなな」

をテーマに１行詩を

考えさせる。 

（仮説２に関わって） 

 

・色や形、見た目の様子

からイメージを広げ

ることを良い例、悪い

例を挙げて確かめる。 

（仮説１に関わって） 

 

 

 

 

 

○いろいろな詩の特徴

や工夫をまねて、一行

詩を考えさせる。（仮

説２） 

 

 

・ひらめき写真集の提示

（仮説１に関わって） 

５詩を作る。 

○「うに」と「ばなな」

をテーマに写真を手

がかりにイメージを

ふくらませ、１行詩

を作る。 

 

・うに 

いたいよう！ 

海のまっくろくろ

すけ 

・ばなな 

おさるさんの船 

落ちてきた三日月 

 

○いろいろな詩の特徴

や工夫をまねて、一

行詩を作る。 

 

 

 

 

○できた一行詩を交流

する。 

発
展
・
応
用
（
１
４
分
） 

 

ま
と
め
（
９
分
） 

 
 
○ワークシートに感想

を書かせる。 
 
・感想を書きやすいよ

うに、項目や書き出
しを提示する。 

（仮説１関わって） 
 
 
 
 
 
 
 
○感想を発表させる。 

５まとめをする。 
 
○感想をまとめる。 
・お手がみをいれるごと

に夕日が沈んで小さ
くなっていくところ
がおもしろかった。 

 
・すごく夕日がきれいな

詩だなあと思った。 
 
・夕日が沈んで郵便屋さ

んが帰ったあと、お家
の窓に、電気がつくと
ころがすてきだなあ
と思った。 

 
 
 
○感想を発表する。 

  

  ○感想を発表させ、評価
する。 

６まとめをする。 
○感想を発表する。 
 
・色や形からいろんな

言葉が思い浮かんで
おもしろかった。 

 
・～の詩がとても気に

入っている。 
 
・○○さんの～の詩が

すてきだなと思っ
た。 

 
・私は～と思ったけど、

○○くんは～と思っ
たのにびっくりし
た。 

ま
と
め
（
５
分
） 

 



◎本時の評価  

 ＜３年生＞ 

・『ゆうひのてがみ』を読んで、情景をそうぞうすることができる。 

・読み取った情景をもとにペープサートに再現し、感想を持つことができる。 

 ＜４年生＞ 

・作品の特徴やおもしろさについて考えることができる。 

・題名（物）から浮かんでくるイメージから 1 行詩を考えることができる。 

 

１０ 板書計画 

（３年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 座席表・・・省略 

め
あ
て 

い
ろ
い
ろ
な
詩
の
特
ち
ょ
う
や
工
夫
を
み
つ
け
て
、

詩
を
作
っ
て
み
よ
う
。 

   

い
ろ
い
ろ
な
詩 

ニ
ン
ジ
ン 

・
お
風
呂
に
入
っ

て
赤
く
な
っ
た 

 

 

ケ
ム
シ 

・
毛
が
も
じ
ゃ
も

じ
ゃ 

 

ミ
ミ
ズ 

・
土
の
中
に
住
ん

で
い
る
か
ら 

 

ヘ
ビ 

・
長
く
て
び
っ
く

り
し
た
か
ら 

 

ミ
ド
リ
カ
ナ
ヘ
ビ 

・
色
が
あ
ざ
や
か

だ
か
ら 

『

い
ろ
い
ろ
な

詩
』
の
特
ち
ょ
う

や
工
夫 

・
短
い(

一
行
詩) 

・
色
や
形
、
見
た

め

の

感

じ

か

ら
、
想
像
し
た

こ
と
を
短
い
言

葉
で
表
現
し
て

い
る
。 

 

☆
詩
を
作
ろ
う
！ 

 

う
に 

    

ば
な
な 

  
うにの

写真 

め
あ
て 

『
ゆ
う
ひ
の
て
が
み
』
の
様
子
考
え
よ
う
。 

              

・
夕
日
が
坂
道
を
上
っ
て
い
る
郵
便
屋
さ
ん
の
後
ろ

か
ら
当
た
っ
て
い
る
様
子
。 

   

・
郵
便
屋
さ
ん
が
お
手
紙
を
配
っ
て
い
る
間
に
、
ど
ん

ど
ん
夕
日
が
沈
ん
で
い
く
様
子
。 

  

・
夕
日
が
沈
ん
で
暗
く
な
っ
た
の
で
、
家
の
電
気
が
付

く
様
子
。 

  

ゆ
う
ひ
の
て
が
み 

ぽ
っ
と 

ひ
が
と
も
る 

ま
る
で 

き
り
が
み
の
よ
う
に 

ゆ
う
ひ
を 

せ
お
っ
て 

（
出
て
く
る
人
や
物
） 

・
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
、
夕
日
、

家 

（
場
所
） 

・
坂
道 

（
イ
メ
ー
ジ
す
る
色
） 

・
オ
レ
ン
ジ
色 

・
赤 

（
詩
の
イ
メ
ー
ジ
） 

・
や
さ
し
い
～
お
手
が
み
を

配
る
か
ら 

・
あ
た
た
か
い
～
夕
日
が
当

た
っ
て
い
る
か
ら 

・
き
れ
い
～
夕
日
が
き
れ
い

だ
か
ら 

ばなな

の写真 

ﾐﾄﾞﾘｶﾅ

ﾍ ﾋ ﾞ の

写真 

ヘビの

写真 

ミミズ

の写真 

ケムシ

の写真 

ﾆ ﾝ ｼ ﾞ ﾝ

の写真 


